
学校教育説明会

札幌市立平和小学校



平和小学校の教育（重点目標）

 学校重点目標：心を大切にし、意欲的に学ぶ子の育成 

 （学校像）「ありがとうと思いやりがあふれる平和小学校」 

（子ども像）「平和小学校のすべての子がしあわせを感じる しあわせいっぱいの平和の子」 

【教育の目的は子どもの幸福】 

 



平和小学校の教育（教職員）

【教職員】
チーム力の向上

・学ぶ力の育成＜頭の体力＞
・豊かな心の育成＜心の体力＞
・すこやかな身体の育成＜体の体力＞
・札幌らしい特色ある学校教育
・家庭・ＰＴＡ・地域に信頼される学校
・特別支援教育
・教職員の資質向上
・働き方改革の実践

○協働的意識の醸成による学校組織力の向上と
教育活動の活性化
Build on strength of the Team HEIWA

教師力の向上

○「授業力の向上」と「カウンセリングマインドを
生かした指導の工夫」による教師力の向上
Build on Teachers force  HEIWA

徹して一人を大切にする



平和小学校の教育（子ども）

【子ども】 よく考え 進んで学ぶ

・主体的に生きる
・協力して生きる
・感謝して生きる

思いやりがあり みんなと協力する

健康な心と身体をつくる

ねばり強く 自ら取り組む

調和のとれた育ち



調和のとれた
子どもの育ち

知

徳 体



知 相手意識をもって
話す・聞く力を高める

考えたい 話したい 聞きたい 考え
広がり・深まり

思考力
判断力
表現力



徳 ひまわり活動（異学年交流）
の創意工夫と充実

協力する姿勢 思いやり 仲間意識



体 運動に意欲的に取り組める
空間を保証

体力テスト
全学年で実施

なわとびチャレンジ
ボール投げあそび週間
鉄棒あそび週間
とびばこあそび週間

食指導
ランチルーム給食

食育活動の
充実



自分自身や人とのかかわりについて考える力
を育てるために

道 徳

道徳教育は、児童生徒が人間としての在り方を自覚し、

人生をよりよく生きるために、その基盤となる道徳性を育
成しようとするものです。（文部科学省）

小中学校では、「道徳」の時間（年間３５単位時）を要と
して、各教科、外国語活動、総合的な学習の時間、特別
活動のそれぞれの特質に応じて、学校教育活動の全体
を通して行います。



自分自身や人とのかかわりについて考える力
を育てるために

道徳の
４つの視点

①「主として自分自身に関すること」
②「主として他の人とのかかわりに関すること」
③「主として自然や崇高なものとのかかわりに関すること」
④「主として集団や社会とのかかわりに関すること



道徳の学習の様子

１２月６日（金）

平和小学校教育実践発表会



教育課程の見直し～運動会



教育課程の見直し～学習発表

令和６年度

１１月１６日（土）



連絡システム 「すぐーる」の活用

「すぐーる」への登録＆ご活用
ありがとうございます



ICT教育の充実

それぞれが記入

スクールタクト

児童へ配付

比較


